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!"#$This study is composed of three ergonomic experiments for prevention of burglary.
1. Research on territoriality of detached house：Verification of element that relates to improvement of territoriality
in open outdoor facilities.
2. Study about performance to watch of the house: Study about visibility of hedge and transmission factor of eyes.
3. Crime prevention effects of shrubs in front of burglaries approach.
These results suggested a definite crime prevention effects and building design standards. Crime prevention through
environmental design is constituted various principles.






高い犯罪のひとつである. CPTED (Crime Prevention
Through Environmental Design 防犯環境設計理論)
はその対策を提供するが, その 4 つの基本原則である
｢領域性の強化｣ ｢監視・見守り性の強化｣ ｢(侵入者の)





















































理的な障壁 (Symbolic barrier) に成り得る要素の検
討が必要と考えられる. そこで, 塀や生垣などの物理


























仕上げ方 (レンガ調／洗い出し) を取り上げ, これら
の要素すべてを組み合わせた CGを作成した (表 1,
図 2).
作成した CG1～16 のすべての組み合わせ (120 通









が確認されている. 実験に参加した被験者は, 20 歳
～60 歳までの一般成人男女 20 名である.
 ｢領域性の強化｣ 実験の結果






そこで, 今回設定した 5つの CG構成要素 (前述の
①～⑤) のうち, どの要素が心理的な障壁として有効
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視線透過率, ②被験者側の照度, ③犯罪企図者側 (生
垣側) の照度, ④被験者に対する光線の向き, 被験者
の⑤年齢, ⑥性別, ⑦身長, ⑧視力が考えられる.
そのため予備実験として戸建住宅の生垣としてよく
利用されている樹種 5種 (レッドロビン, ベニバナト
キワマンサク, プリペット, ウバメカシ, アラカシ)
を選定して, 屋外で各生垣の視認性について評価した.
予備実験の結果, 得られた 5段階の視認性評価に対
































計 8種類の人工生垣を用意し, 晴天の日入りの 1時間
前の屋外状況を模した 1000 ルクスの床面照度となる
室内環境において実験をおこなった (図 7). 被験者




































































で ｢はっきり見えた｣ ｢まあまあ見えた｣ と回答した
人が 7割以上となる視線透過率をレベルⅠにおける目































    
    
  
  
   
   
   
   
 	   
    
     

















   
   
    
 %   
    
    
  	 	 
    
	  	  
    
 	  



















    
    
 	 
   
     
    
    
   
  
     
  	 	 
    
   



















   
   
   	  
     
     
     
    	 
     
   	 
    
    













































床面照度を 1000～2 ルクスまで 8段階に落としながら
その環境における視認性を評価した (表 6).






















実験対象は, プリペット (視線透過率 6.5%), マサ
キ (同 19.7%), レッドロビン (同 20.2％), ベニハナ
トキワマンサク (同 7.7％), アラカシ (同 26.1％)
の 5 種類の横桟を配した樹種と, ウバメカシ (同







ら ｢非常にしにくい｣ の 5段階で評価する方法でおこ
なった. 被験者は 20歳代～40歳の代男性 5名とした.
実験の様子を図 10 に示す.
測定器具による計測については, 人間の肩廻りの大
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と図 13 のようになった. 横軸には各生垣の視線透過
率を, 縦軸には官能評価の結果の平均値をとっている.









られる. また, 幹同士の間隔が狭く, 通り抜ける際の
姿勢が限定されることも影響していると考えられる.
次に官能評価の結果について引張荷重との関係をみ




マサキ (横桟無) の引張荷重が最も小さく, 次いで










































*1 住宅で用いられる植栽には, 地被植物, 潅木, 仕切
垣, 生垣などがあるが, 本研究で言う ｢植栽｣ は地
被植物を除く, 樹高 1ｍ～2ｍのものを指す.
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